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は
じ
め
に

日
本
に
お
い
て
、
龍
は
、
古
来
よ
り
様
々
な
形
で
造
形
化
さ
れ
て
き
た
が
、

特
に
室
町
期
以
降
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
雲
龍
図
と
し
て
盛
ん
に
絵
画
化
さ
れ

た
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
時
期
に
雲
龍
図
が
好
ま
れ
た
理
由
と
し
て
、
龍
が

英
雄
や
徳
の
あ
る
天
子
の
象
徴
で
あ
っ
た
こ
と
一
、
あ
る
い
は
高
僧
の
象
徴
で

あ
っ
た
こ
と
二

が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
龍
が
虎
と
対
で
「
龍
虎
図
」
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と

を
鑑
み
る
と
、『
易
経
』「
乾
」
卦
に
お
い
て
龍
が
聖
人
君
子
の
象
徴
と
さ
れ
三
、

「
革
」
卦
に
お
い
て
虎
が
革
命
の
象
徴
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
四
、
同
時
期
の
武

将
は
龍
虎
図
と
い
う
画
題
に
、
下
剋
上
が
成
っ
て
理
想
的
な
領
主
が
領
土
を

治
め
る
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
五
。
こ
の
時
期
の
武

将
が
『
易
経
』
を
盛
ん
に
学
ん
で
い
た
こ
と
や
六
、
武
将
た
ち
が
『
易
経
』
か

ら
下
剋
上
の
論
理
を
学
ん
で
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
七
、

こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
特
に
室
町
期
以
降
に
お
い
て
、
龍
は
極
め
て
重
要
な
画

題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
室
町
期
以
降
の
雲
龍
図
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ

る
が
八
、
お
お
よ
そ
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
日
本
の
漢
画
系
雲
龍
図
は
、

牧
谿
や
陳
容
、
も
し
く
は
そ
れ
に
仮
託
さ
れ
た
、
南
宋
か
ら
元
・
明
時
代
の
龍

図
の
影
響
の
も
と
に
描
か
れ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
衛
藤
駿
氏
は
、

牧
谿
筆
と
さ
れ
る
龍
虎
図
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
以
降
、
室
町
期
か
ら
戦
国

期
に
か
け
て
数
多
く
の
龍
虎
図
が
描
か
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
時
期
の
画
人

た
ち
が
、
大
陸
発
祥
の
龍
虎
図
を
「
日
本
の
風
情
」
に
変
え
て
い
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
九
。
ま
た
、
小
嵜
善
通
氏
は
大
画
面
雲
龍
図
の
構
図
に
着
目
し
、

室
町
後
期
か
ら
桃
山
前
期
に
か
け
て
は
、
伝
陳
容
画
な
ど
の
中
国
の
作
例
の
影

響
の
も
と
に
、
龍
の
全
容
を
画
面
内
に
収
め
込
ん
だ
雲
龍
図
が
制
作
さ
れ
る
傾

向
に
あ
っ
た
の
が
、
桃
山
後
期
以
降
に
な
る
と
、
伝
牧
谿
筆
《
龍
虎
図
》（
咸

淳
己
巳
年
款
、
大
徳
寺
蔵
）
に
倣
い
、
龍
の
頭
・
体
部
の
一
部
分
の
み
を
大
き

く
描
い
た
雲
龍
図
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
十
。
更
に
、

佐
藤
康
宏
氏
は
顔
貌
表
現
に
着
目
し
、
室
町
後
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の

中
近
世
に
お
け
る
漢
画
系
雲
龍
図
の
様
式
的
展
開

清
水
亮
佑
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雲
龍
図
の
多
く
が
、
伝
牧
谿
画
の
顔
貌
表
現
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
十
一
。

確
か
に
構
図
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
作
例
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
言

え
る
が
、
一
方
で
顔
貌
表
現
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
と
、
単
に
中
国
の
作
例
の

影
響
下
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
、
独
特
な
表
現
が
認
め
ら
れ
、
更
に
そ
う
し
た

表
現
の
中
に
は
、
言
わ
ば
様
式
と
な
っ
て
、
後
世
の
画
人
や
流
派
に
継
承
さ
れ

て
い
る
例
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
画
面
構
成
や
龍
の
体
の
表
現

は
、
国
や
時
代
を
超
え
て
お
お
よ
そ
忠
実
に
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
、
そ
こ
に

は
各
画
人
の
特
徴
が
あ
ま
り
反
映
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
顔
貌
表

現
に
は
、
肖
像
画
と
同
様
、
各
画
人
あ
る
い
は
流
派
の
個
性
が
如
実
に
現
れ

る
十
二
。
こ
の
よ
う
な
、
雲
龍
図
の
顔
貌
表
現
の
様
式
化
と
、
そ
の
継
承
過
程

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、

雲
龍
図
の
様
式
変
遷
に
新
た
な
視
座
を
与
え
る
意
味
で
、
重
要
な
観
点
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
存
す
る
雲
龍
図
は
、
桃
山
時
代
も
後
期
以
降
の
も
の
が
多

く
十
三
、
室
町
期
か
ら
桃
山
前
期
に
か
け
て
の
作
例
数
は
、
様
式
検
討
を
す
る

に
は
不
十
分
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
に
お
い
て
考
察
の
対
象
に
含
み
た
い
の
が
、
売
立
目
録
や
縮

図
、
模
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
作
例
で
あ
る
。
山
本
英
男
氏
は
、
二
〇
〇
七
年
に

京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
狩
野
永
徳
」
展
カ
タ
ロ
グ
の
解
説
に
お
い

て
、
永
徳
様
の
雲
龍
図
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
売
立
目
録
や
粉
本
・
縮
図
類

に
見
ら
れ
る
作
例
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、
雲
龍
図
に
お
け
る
永
徳
様
が
明
瞭
に

把
握
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
十
四
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
材
料
に
は
、

真
筆
か
否
か
判
断
が
難
し
い
も
の
も
多
く
、
扱
い
に
は
慎
重
な
態
度
が
必
要
だ

が
、
現
存
作
例
や
時
代
様
式
と
相
互
補
完
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
今
は
不
明

瞭
な
点
の
多
い
、
各
画
人
の
雲
龍
図
様
式
を
復
元
的
に
考
察
で
き
る
た
め
、
こ

の
点
に
お
い
て
は
、
有
効
な
検
討
材
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
論
で
は
、
対
象
と
す
る
時
代
と
作
品
を
、
室
町
後
期

か
ら
江
戸
初
期
に
お
け
る
漢
画
系
の
代
表
的
画
人
に
よ
る
雲
龍
図
に
絞
り
、
現

存
作
例
の
み
な
ら
ず
、
売
立
目
録
や
粉
本
・
縮
図
類
、
更
に
は
模
本
な
ど
も
対

象
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
様
式
的
展
開
を
辿
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
雲
龍
図
の
様
式
展
開
が
、
何
を
契
機
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ

い
て
も
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、
雲
龍
図
の
様
式
的
展
開

（
一
）
室
町
時
代
後
期

ま
ず
、
室
町
後
期
の
雲
龍
図
の
顔
貌
表
現
か
ら
見
て
い
く
。
こ
の
時
期
の
作

例
に
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
、
牧
谿
や
陳
容
の
伝
承
作
例
と
近
し
い

特
徴
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
単
庵
智
伝
（
活
躍
期
：
十
六
世

紀
前
半
？
）
筆
《
龍
虎
図
屏
風
》（
慈
芳
院
蔵
、
図
一
）
の
龍
の
顔
貌
を
見
て
み

る
と
、
佐
藤
康
宏
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
伝
牧
谿
筆
《
龍
虎
図
》（
大
徳
寺

蔵
、
図
二
）
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
十
五
。
具
体
的
に
は
、
す

ぼ
め
た
口
や
、
顎
や
目
の
上
に
生
え
る
細
か
い
棘
の
形
状
、
長
い
目
頭
、
角
の

角
度
な
ど
が
酷
似
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
雪
村
周
継
（
一
五
〇
四
～

八
十
九
頃
、
ま
た
は
一
四
九
二
～
一
五
七
七
）
筆
《
龍
虎
図
屏
風
》（
ク
リ
ー
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ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
、
図
三
）
の
龍
の
顔
貌
は
、
亀
田
孜
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
伝
陳
容
画
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
十
六
。
管
見
の
限
り
、
陳
容
筆
と
さ

れ
る
作
例
の
中
で
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
本
の
龍
の
顔
貌
に
近
い
の
は
、《
九
龍

図
巻
》（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
の
う
ち
、
七
番
目
に
登
場
す
る
龍
の
顔
貌
（
図

四
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
全
体
的
な
顔
の
輪
郭
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
下
顎

を
突
き
出
す
様
子
や
、
棘
を
ま
ば
ら
に
生
や
す
点
、
鼻
を
段
鼻
に
描
く
点
な
ど

も
共
通
す
る
十
七
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
作
例
に
は
、
中

国
か
ら
の
影
響
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
、
独
特
な
表
現
を
持
つ
も
の
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
事
例
を
挙
げ
た
い
。

一
つ
め
は
、
賢
江
祥
啓
（
活
躍
期
：
十
五
世
紀
後
半
～
十
六
世
紀
初
頭
）
筆

と
伝
承
さ
れ
る
一
連
の
雲
龍
図
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
真
筆
は
残
ら
な
い
が
、

伝
承
作
例
と
し
て
は
、
出
光
美
術
館
所
蔵
の
《
達
磨
・
龍
虎
図
》（
図
五
）
や
、

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
の
《
双
龍
図
》（
図
六
）、
立
花
家
史
料
館
所
蔵

の
《
龍
虎
図
屏
風
》
な
ど
が
現
存
し
、
ま
た
、
売
立
目
録
十
八
に
は
四
作
品
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
十
九
。
こ
れ
ら
の
作
例
の
う
ち
、
現
存
三
作
例
と
、
売

立
目
録
掲
載
作
例
の
う
ち
《
水
墨
龍
》（『
大
岡
家
所
蔵
品
展
観
入
札
』
大
正
九

年
、
図
七
）
を
見
渡
す
と
、
い
ず
れ
も
お
お
よ
そ
相
似
た
顔
貌
で
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
全
体
的
に
は
伝
牧
谿
筆
《
龍
虎
図
》（
大
徳
寺
蔵
、
図
二
）

と
類
似
す
る
が
、
豚
の
よ
う
な
鼻
や
、
角
を
短
く
描
く
点
は
、
伝
牧
谿
画
と
は

異
な
る
。
ま
た
、《
達
磨
・
龍
虎
図
》
を
除
き
、
頭
頂
部
の
中
心
に
線
が
入
り
、

頭
頂
部
が
さ
な
が
ら
二
つ
の
峰
を
形
成
す
る
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
伝
牧
谿
画
の
表
現
を
誇
張
さ
せ
た
、
伝
祥
啓
画
独
特
の
表
現
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
そ
の
後
の
画
人
た
ち
に
よ
る
雲
龍
図
に
も
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
室
町
末
期
の
狩
野
派
絵
師
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
二
十
《
龍

虎
図
屏
風
》（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
、
図
八
）
は
、
豚
の
よ
う
な
鼻
や
、
短
い
角
、

中
心
部
に
線
の
入
っ
た
頭
頂
部
、
と
い
っ
た
点
が
、
伝
祥
啓
画
に
酷
似
し
て

い
る
。
ま
た
、
時
代
は
下
っ
て
、
長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
～
一
六
一
〇
）
筆

と
推
定
さ
れ
る
二
十
一
本
法
寺
の
《
龍
図
屏
風
》（
図
九
）
も
、
顔
の
輪
郭
や
鼻
の

形
状
は
《
達
磨
・
龍
虎
図
》（
図
五
）
に
、
角
や
頭
頂
部
の
表
現
は
《
水
墨
龍
》

（
図
七
）
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
祥
啓
筆
雲
龍
図
に
見
ら
れ
る

顔
貌
表
現
は
、
後
世
の
画
人
の
雲
龍
図
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

う
し
た
、
雲
龍
図
に
お
け
る
祥
啓
様
成
立
の
背
景
に
は
、
祥
啓
が
習
得
し
た
阿

弥
派
画
人
に
よ
る
筆
様
の
確
立
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
次
章
で
詳
細
に
検
討
し
た
い
。

二
つ
め
は
、
狩
野
元
信
（
一
四
七
七
～
一
五
五
九
）
筆
と
伝
承
さ
れ
る
一
連

の
雲
龍
図
で
あ
る
。
や
は
り
真
筆
は
現
存
し
な
い
が
、
模
本
や
画
集
、
売
立

目
録
に
は
、
元
信
筆
と
さ
れ
る
雲
龍
図
、
あ
る
い
は
元
信
印
が
捺
さ
れ
る
雲

龍
図
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
画
集
掲
載
作
品
と
し
て
は
、『
元
信

畫
集　

三
』
掲
載
の
、
赤
星
家
旧
蔵
《
雲
龍
図
》（
図
十
）二
十
二

が
挙
げ
ら
れ

る
。
山
本
英
男
氏
に
よ
れ
ば
、
同
図
は
「
元
信
真
筆
の
可
能
性
も
囁
か
れ
る
佳

品
」
と
さ
れ
る
が
二
十
三
、
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
ま
た
模

本
と
し
て
は
、
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
の
《
龍
虎
屏
風
模
本
》（
東
洋
画
模
本
・

四
三
八
八
、
図
十
一
）
と
、
同
大
学
所
蔵
《
龍
虎
屏
風
模
本
》（
東
洋
画
模
本
・

四
三
九
二
）、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
元
信
筆
龍
図
の
模
本
（
模
本
筆
者
は

狩
野
勝
川
院
雅
信
、
Ａ
―
二
三
七
〇
、
図
十
二
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
更
に
売

立
目
録
に
は
四
点
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
二
十
四
。
こ
れ
ら
の
作
例
の
う
ち
、
赤

星
家
旧
蔵
《
雲
龍
図
》
と
、
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
《
龍
虎
屏
風
模
本
》（
東
洋
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画
模
本
―
四
三
八
八
）、
東
博
所
蔵
の
元
信
筆
龍
図
模
本
、『
当
市
中
京
大
原

直
次
郎
氏
所
蔵
品
入
札
』（
大
正
五
年
）
掲
載
の
《
泥
引
雲
龍
／
竹
虎
図
屏
風
》

を
見
渡
す
と
、
い
ず
れ
も
お
お
よ
そ
似
通
っ
た
顔
貌
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
ち
ら
も
、
伝
祥
啓
筆
雲
龍
図
と
同
様
、
伝
牧
谿
筆
《
龍
虎
図
》

（
図
二
）
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
、
角
を
弓
形
に
大

き
く
湾
曲
さ
せ
る
表
現
や
、
鼻
先
と
小
鼻
を
明
確
に
表
す
表
現
は
、
伝
牧
谿
画

に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
表
現
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
そ
の
後
の
狩
野

派
画
人
の
雲
龍
図
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、《
南
禅
寺
蔵
扇
面

貼
交
屏
風
》
の
う
ち
、
元
信
門
人
の
筆
と
さ
れ
る
淸
信
印
《
龍
図
扇
面
》（
図

十
三
）二
十
五

は
、
顔
の
輪
郭
や
、
弓
形
の
角
、
鼻
先
と
小
鼻
を
明
確
に
表
し
た

鼻
、
と
い
っ
た
特
徴
が
、
伝
元
信
画
に
酷
似
し
て
い
る
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。

特
に
、
先
に
挙
げ
た
赤
星
家
旧
蔵
《
雲
龍
図
》（
図
十
）
と
の
類
似
は
一
目
瞭

然
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
淸
信
印
本
は
、
雲
龍
図
に
お
け
る
元
信
様
を
類
推
で
き

る
、
貴
重
な
現
存
作
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
狩
野
松
栄
（
一
五
一
九
～

九
二
）
原
画
と
伝
わ
る
《
龍
屏
風
模
本
》（
東
洋
画
模
本
―
四
三
九
七
、
東
京

藝
術
大
学
蔵
、
図
十
四
）
は
、
鼻
や
口
先
の
表
現
は
異
な
る
も
の
の
、
顔
の
輪

郭
や
、
弓
形
の
角
の
表
現
が
、
伝
元
信
画
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

伝
元
信
筆
雲
龍
図
の
独
特
な
顔
貌
表
現
は
、
言
わ
ば
、
雲
龍
図
に
お
け
る
元
信

様
と
し
て
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
、
後
継
画
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

な
お
、
室
町
期
と
言
え
ば
雪
舟
等
楊
（
一
四
二
〇
～
一
五
〇
六
？
）
の
存
在

も
欠
か
せ
な
い
が
、
祥
啓
や
元
信
と
同
様
、
雪
舟
に
よ
る
雲
龍
図
の
真
筆
は
現

存
し
な
い
。
一
方
で
、
伝
承
作
例
や
模
本
、
縮
図
、
売
立
目
録
二
十
六

に
は
、
雪

舟
筆
と
さ
れ
る
雲
龍
図
を
数
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
山
本
英

男
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
雪
舟
が
こ
の
画
題
を
得
意
と
し
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
二
十
七
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
互
い
に
顔
貌
表
現
が
異
な

っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
祥
啓
様
や
元
信
様
の
よ
う
に
、
一
つ
の
顔
貌
表
現
パ

タ
ー
ン
に
集
約
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
も
、
雪
舟
の
弟
子
と
さ
れ
る
甫

雪
等
禅
（
活
躍
期
：
十
六
世
紀
中
期
頃
）
に
よ
る
《
龍
虎
図
》（
個
人
蔵
、
図

十
五
）
の
龍
の
顔
貌
が
、
い
ず
れ
の
伝
雪
舟
画
と
も
あ
ま
り
似
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
雪
舟
様
の
雲
龍
図
と
い
う
も
の
が
ど
の
程
度
確
立
さ
れ
、
後
世
の
画
人

た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
か
を
探
る
の
は
難
し
い
。
但
し
、
一
つ
だ
け
興

味
深
い
の
は
、
江
戸
初
期
の
長
谷
川
派
画
人
・
長
谷
川
等
胤
（
活
躍
期
：
十
七

世
紀
初
頭
）
に
よ
る
、
瑞
巌
寺
本
堂
障
壁
画
の
う
ち
の
《
羅
漢
図
》（
瑞
巌
寺
蔵
、

図
十
六
）
に
描
か
れ
る
龍
が
、
雪
舟
原
画
と
さ
れ
る
《
龍
図
模
本
》（
東
洋
画

模
本
―
一
〇
四
六
、
東
京
藝
術
大
学
蔵
、
図
十
七
）
と
、
体
全
体
の
ポ
ー
ズ
か

ら
顔
貌
表
現
に
至
る
ま
で
、
全
く
同
じ
と
い
う
点
で
あ
る
。
両
図
の
図
様
を
見

る
と
、
龍
が
体
を
激
し
く
屈
曲
さ
せ
る
様
を
も
っ
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
、

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
伝
牧
谿
原
画
《
龍
図
模
本
》（
Ａ
―
五
四
一
二
）
に

近
い
と
言
え
る
。
一
方
で
、
丸
み
を
帯
び
た
顔
や
段
鼻
、
丸
い
目
、
凹
凸
の
あ

る
頭
部
、
湾
曲
し
た
角
、
と
い
っ
た
表
現
は
、
伝
牧
谿
画
に
は
無
い
特
徴
で
あ

る
二
十
八
。
同
様
の
特
徴
を
持
つ
伝
雪
舟
筆
雲
龍
図
は
、
売
立
目
録
に
も
二
点
見

出
せ
る
こ
と
か
ら
二
十
九
、
こ
う
し
た
図
様
・
顔
貌
表
現
が
、
雲
龍
図
に
お
け
る

雪
舟
様
の
一
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
等
胤
の
師
と
も
考
え
ら
れ

る
長
谷
川
等
伯
が
三
十
、
雪
舟
画
系
と
の
繋
が
り
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
三
十
一
、
あ
る
い
は
長
谷
川
派
内
に
、
こ
う
し
た
図
様

を
持
つ
雪
舟
の
雲
龍
図
も
し
く
は
そ
の
粉
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
、
等
胤
は

瑞
巌
寺
本
の
龍
を
描
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
等
胤
画
の



（5）

中近世における漢画系雲龍図の様式的展開

148

他
に
伝
雪
舟
原
画
模
本
に
類
す
る
図
様
を
持
つ
雲
龍
図
は
管
見
の
限
り
見
出
せ

な
い
こ
と
か
ら
、
祥
啓
様
や
元
信
様
ほ
ど
に
は
、
強
い
規
範
と
は
な
ら
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
室
町
後
期
の
雲
龍
図
様
式
を
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
、

中
国
の
雲
龍
図
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
作
例
が
あ
る
一
方
で
、
中
国
の
作
例

に
基
づ
き
つ
つ
、
ア
レ
ン
ジ
が
加
わ
っ
た
新
た
な
表
現
を
見
せ
る
作
例
が
存
在

す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
二
）
桃
山
時
代

続
い
て
、
桃
山
期
の
雲
龍
図
様
式
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
こ
の
時
期
の

雲
龍
図
に
は
、
従
来
の
指
摘
通
り
、
伝
牧
谿
画
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
も
の

が
見
受
け
ら
れ
る
。
中
で
も
代
表
的
な
の
は
、
長
谷
川
等
伯
に
よ
る
一
連
の
雲

龍
図
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
《
龍
虎
図
屏
風
》（
図

十
八
）
や
、
大
徳
寺
三
門
天
井
画
の
《
蟠
龍
図
》（
図
十
九
）・《
昇
龍
図
》（
図

二
十
）・《
降
龍
図
》（
図
二
十
一
）
は
、
顔
の
輪
郭
や
、
す
ぼ
め
た
よ
う
な
口
、

長
い
目
頭
、
頭
頂
の
中
心
部
を
分
か
つ
よ
う
に
短
い
線
が
入
る
点
な
ど
が
、
伝

牧
谿
筆
《
龍
虎
図
》（
大
徳
寺
蔵
、
図
二
）
に
近
似
し
て
い
る
三
十
二
。
等
伯
は
、

他
の
画
題
に
お
い
て
も
牧
谿
画
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
雲
龍
図

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

一
方
で
、
特
に
狩
野
派
と
そ
の
周
辺
画
人
に
よ
る
雲
龍
図
に
は
、
独
特
な
表

現
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
狩
野
派
雲
龍
図
の
様
式
を
検
討
す
る
上
で
重

要
な
の
は
、
や
は
り
永
徳
（
一
五
四
三
～
九
〇
）
の
存
在
だ
ろ
う
。
先
述
の
通

り
山
本
英
男
氏
は
、
売
立
目
録
や
粉
本
・
縮
図
類
に
見
ら
れ
る
作
例
を
通
覧
す

る
こ
と
で
、
雲
龍
図
に
お
け
る
永
徳
様
が
把
握
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
山
本
氏
が
「
狩
野
永
徳
」
展
カ
タ
ロ
グ
の
参
考
図
版

と
し
て
挙
げ
た
売
立
目
録
掲
載
作
例
の
う
ち
、《
龍
六
曲
屏
風
》（『
旧
伊
予
西

条
藩
主
子
爵
松
平
家
御
蔵
器
入
札
』
大
正
十
三
年
、
図
二
十
二
）・《
龍
》（『
某

子
爵
家
当
地
某
家
所
蔵
品
入
札
』
大
正
七
年
、
図
二
十
三
）三
十
三

を
取
り
上
げ

る
と
共
に
、
現
存
す
る
伝
承
作
例
と
し
て
、
大
英
博
物
館
所
蔵
の
《
滝
龍
図
》

（
図
二
十
四
）
も
併
せ
て
考
察
対
象
と
し
た
い
三
十
四
。
さ
て
、
こ
れ
ら
三
点
を
見

渡
す
と
、
ど
れ
も
お
お
よ
そ
似
通
っ
た
顔
貌
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
ず
、
い
ず
れ
も
角
が
弓
形
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
元
信
に
よ
っ
て

創
始
さ
れ
た
と
思
し
き
狩
野
派
雲
龍
図
の
表
現
を
継
承
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
伝
永
徳
画
に
は
、
元
信
様
と
は
異
な
る
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
山

本
英
男
氏
は
、
伝
永
徳
筆
雲
龍
図
の
特
徴
と
し
て
、
黒
目
が
大
き
い
も
の
と
、

黒
目
が
小
さ
く
凄
み
の
あ
る
顔
立
ち
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
三
十
五
。
一
方
で
、
山
本
氏
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
顔
が
細
長
く
、
槍
の

切
っ
先
の
よ
う
に
口
先
が
鋭
く
尖
っ
て
い
る
点
や
、
鼻
が
下
を
向
き
、
鼻
先
が

大
き
く
突
き
出
し
て
い
る
点
も
、
伝
元
信
筆
雲
龍
図
と
は
大
き
く
異
な
る
表
現

と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
特
に
鼻
の
表
現
は
、《
唐
獅
子
図
屏
風
》（
宮
内
庁
三

の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
の
雌
唐
獅
子
の
鼻
に
も
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
永
徳
様
走
獣
画

の
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
伝
永
徳
筆
雲
龍
図
の
顔
貌
表
現
は
、
永
徳
周
辺
画
人
に

よ
る
作
例
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
今
治
市
河
野
美
術
館
所
蔵
の
州
信
印

《
雲
龍
図
屏
風
》（
図
二
十
五
）
は
、
永
徳
周
辺
画
人
の
筆
と
さ
れ
る
作
品
だ

が
三
十
六
、
右
隻
の
龍
の
顔
は
細
長
く
、
鼻
は
下
を
向
き
、
前
に
突
き
出
て
い
る
。

こ
れ
は
、
伝
永
徳
画
に
見
ら
れ
る
表
現
の
継
承
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
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た
、
原
本
の
筆
者
が
永
徳
周
辺
画
人
と
考
え
ら
れ
て
い
る
三
十
七

伝
狩
野
元
信

原
画
《
獣
尽
図
屏
風
模
本
》（
東
洋
画
模
本
―
四
三
七
九
、
東
京
藝
術
大
学
蔵
、

図
二
十
六
）
に
描
か
れ
る
龍
に
も
、
尖
っ
た
口
先
や
、
下
を
向
き
前
に
突
き
出

し
た
鼻
と
い
っ
た
、
伝
永
徳
画
の
特
徴
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
特
に
、
伝

永
徳
筆
《
滝
龍
図
》（
図
二
十
四
）
と
比
較
す
る
と
、
瓜
二
つ
と
言
っ
て
良
い

ほ
ど
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
、
永
徳
の
子
・
光
信
（
一
五
六
五

～
一
六
〇
八
）
に
よ
る
相
国
寺
法
堂
の
《
蟠
龍
図
》（
図
二
十
七
）
も
ま
た
、
鼻

が
や
や
突
き
出
し
て
い
る
点
や
、
黒
目
が
小
さ
く
凄
み
の
あ
る
顔
立
ち
と
な
っ

て
い
る
点
は
、《
龍
六
曲
屏
風
》（
図
二
十
二
）
な
ど
の
伝
永
徳
筆
雲
龍
図
と
共

通
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
但
し
光
信
画
の
場
合
、
鼻
が
や
や
平
た

く
、
ま
た
口
先
が
伝
永
徳
画
と
比
べ
て
尖
っ
て
い
な
い
と
い
う
違
い
は
あ
る
。

光
信
は
他
の
画
題
に
お
い
て
も
父
・
永
徳
と
は
対
照
的
な
画
風
を
示
し
て
い
る

が
三
十
八
、
雲
龍
図
に
お
い
て
も
、
部
分
的
な
共
通
点
は
あ
る
と
は
言
え
、
父
の

様
式
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
こ
と
は
無
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
雲
龍
図
に
お
け
る
永
徳
様
は
、〝
画
龍
の
名
手
〟
と
言
わ
れ
る
同
時

代
の
画
人
・
海
北
友
松
（
一
五
三
三
～
一
六
一
五
）
の
雲
龍
図
に
も
認
め
ら
れ

る
。
特
に
、
建
仁
寺
方
丈
旧
障
壁
画
の
《
雲
龍
図
》
の
う
ち
、
吽
形
龍
の
鼻
は

大
き
く
突
き
出
し
て
い
る
（
図
二
十
八
）。
山
本
英
男
氏
は
、
同
図
の
鼻
の
描

写
が
、
元
信
や
永
徳
な
ど
の
狩
野
派
が
描
く
雲
龍
図
と
酷
似
す
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
が
三
十
九
、
先
述
の
通
り
、
大
き
く
突
き
出
し
た
鼻
は
永
徳
様
雲
龍
図

の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
建
仁
寺
本
も
永
徳
様
か
ら
影
響
を
受
け

た
可
能
性
が
高
い
。
友
松
は
同
図
の
他
に
も
数
多
く
の
雲
龍
図
を
描
い
て
い
る

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
鼻
が
大
き
く
突
き
出
し
て
い
る
。
友
松
は
狩
野
派
入

門
時
に
永
徳
に
師
事
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
四
十
、
雲
龍
図
に
お
い
て
も

永
徳
か
ら
一
定
の
影
響
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
桃
山
期
の
雲
龍
図
と
言
え
ば
、
永
徳
の
弟
子
・
山
楽
（
一
五
五
九
～

一
六
三
五
）
に
よ
る
《
龍
虎
図
屏
風
》（
妙
心
寺
蔵
、
図
二
十
九
）
も
有
名
だ
が
、

同
図
の
顔
貌
表
現
を
見
る
と
、
口
先
が
尖
っ
て
お
ら
ず
、
鼻
が
上
を
向
い
て
い

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
永
徳
様
雲
龍
図
の
顔
貌
表
現
と
は
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
売
立
目
録
掲
載
の
伝
永
徳
画
の
う
ち
《
龍
虎
》（『
武
藤

山
治
氏
御
所
蔵
品
入
札
』
大
正
十
三
年
、
図
三
十
）
に
近
い
。
武
藤
本
の
龍
も
、

口
先
が
丸
み
を
帯
び
、
鼻
が
上
を
向
く
な
ど
、
本
文
中
で
私
が
取
り
上
げ
た
他

の
伝
永
徳
筆
雲
龍
図
と
は
異
な
る
顔
貌
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
妙

心
寺
本
と
武
藤
本
と
の
近
似
ぶ
り
か
ら
考
え
る
と
、
雲
龍
図
に
お
け
る
永
徳
様

に
は
複
数
の
顔
貌
表
現
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
永
徳
や
そ
の
周
辺
画
人
は
、
作
品

に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
を
使
い
分
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
。
こ

の
こ
と
は
、
同
じ
く
山
楽
が
原
図
を
描
い
た
《
東
福
寺
法
堂
天
井
画
蟠
龍
図
縮

図
》（
縮
図
筆
者
は
狩
野
永
祥
、
個
人
蔵
、
図
三
十
一
）
の
顔
貌
が
、
武
藤
本

以
外
の
伝
永
徳
画
と
似
通
っ
た
顔
貌
で
描
か
れ
て
い
る
四
十
一
こ
と
か
ら
も
推
測

で
き
る
。

但
し
、
山
楽
は
永
徳
様
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
そ
の
ま
ま
忠
実
に
継
承
し
よ
う

と
は
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
妙
心
寺
本
は
、
鼻
や
口
先
の
表
現
は
武
藤
本
に
近

い
が
、
顔
が
よ
り
分
厚
く
、
凹
凸
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
《
東
福
寺
法

堂
天
井
画
蟠
龍
図
縮
図
》
も
、
鼻
の
表
現
は
武
藤
本
以
外
の
伝
永
徳
画
に
近
い

が
、
口
先
は
伝
永
徳
画
の
よ
う
に
尖
っ
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
山
楽
は
、
永

徳
様
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
も
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、
自
身
の
雲
龍
図
様
式
を
確
立

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
楽
画
の
顔
貌
表
現
は
、
後
に
山
楽
の
弟
子
・
山
雪

の
雲
龍
図
の
源
流
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
に
お
い
て
詳
述
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す
る
。

以
上
の
よ
う
に
桃
山
期
に
は
、
お
そ
ら
く
永
徳
に
よ
っ
て
、
雲
龍
図
に
お
け

る
永
徳
様
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
が
永
徳
周
辺
画
人
に
影
響
を
与
え
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
四
十
二
。

（
三
）
江
戸
時
代
初
期

最
後
に
、
江
戸
初
期
の
雲
龍
図
様
式
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
こ
の
時

期
に
は
、
特
に
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
七
四
）
と
狩
野
山
雪
（
一
五
九
〇
～

一
六
五
一
）
に
よ
る
真
筆
が
多
く
残
る
が
、
そ
こ
に
は
、
桃
山
期
の
狩
野
派
雲

龍
図
に
見
ら
れ
た
永
徳
様
か
ら
の
影
響
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
た
に
独

特
な
様
式
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

ま
ず
、
探
幽
の
雲
龍
図
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
探
幽
は
生
涯
の
う
ち
に
多
く

の
雲
龍
図
を
描
い
て
お
り
、
現
存
作
も
か
な
り
の
数
に
上
る
。
本
論
で
は
そ
れ

ら
の
う
ち
、《
蟠
龍
図
》（
大
徳
寺
法
堂
、
図
三
十
二
）、《
雲
龍
図
》（
妙
心
寺

法
堂
、
図
三
十
三
）、《
龍
図
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
図
三
十
四
）、《
雲
龍

図
》（
興
正
寺
蔵
、
図
三
十
五
）、《
龍
図
》（
泉
涌
寺
仏
殿
）
の
五
点
を
取
り
上

げ
て
検
討
し
た
い
四
十
三
。
こ
れ
ら
の
作
例
を
見
渡
す
と
、
ま
ず
一
見
し
て
、
伝

永
徳
筆
雲
龍
図
の
よ
う
に
口
先
が
尖
っ
て
お
ら
ず
、
顔
が
丸
み
を
帯
び
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
上
を
向
い
た
鼻
、
大
振
り
の
棘
、
丸
く
黒
目
の
大
き

い
目
、
凹
凸
の
激
し
い
頭
頂
部
、
真
っ
直
ぐ
に
生
え
た
角
、
と
い
っ
た
表
現

も
、
探
幽
筆
雲
龍
図
諸
作
例
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
特
に
角

が
真
っ
直
ぐ
に
描
か
れ
て
い
る
点
は
、
桃
山
期
以
前
の
狩
野
派
画
人
に
よ
る
雲

龍
図
の
角
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
弓
形
に
湾
曲
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
と
は
大
き
く

異
な
り
、
探
幽
画
が
、
そ
れ
ま
で
の
狩
野
派
雲
龍
図
の
表
現
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
探

幽
画
の
表
現
の
源
に
は
、
父
で
あ
る
孝
信
（
一
五
七
一
～
一
六
一
八
）
や
、
探

幽
の
伯
父
・
光
信
の
高
弟
で
あ
っ
た
興
以
（
？
～
一
六
三
六
）
か
ら
の
影
響
を

想
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
孝
信
に
よ
る
漢
画
系
雲
龍
図
は
現

存
せ
ず
、
ま
た
管
見
の
限
り
、
模
本
や
売
立
目
録
に
も
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
四
十
四
。
ま
た
、
興
以
の
雲
龍
図
と
し
て
は
《
観
音
・
龍
虎
図
》（
建
福
寺

蔵
、
図
三
十
六
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
伝
牧
谿
筆
《
龍
虎
図
》（
大
徳

寺
蔵
、
図
二
）
に
忠
実
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
探
幽
画
と
は
大
き
く
異

な
る
。
畢
竟
、
現
時
点
で
は
、
探
幽
が
雲
龍
図
に
お
い
て
、
直
接
の
師
に
当
た

る
孝
信
や
興
以
の
作
例
か
ら
、
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
受
け
た
か
は
不
明
確
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
探
幽
が
ど
の
よ
う
な
先
行
作
例
に
接
し
た
か
が
伺
え
る

の
が
、
一
連
の
「
探
幽
縮
図
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
見
て
み
る
と
、
元
信
や
永

徳
と
い
っ
た
前
時
代
の
狩
野
派
の
雲
龍
図
が
わ
ず
か
し
か
見
ら
れ
な
い
一
方
で
、

陳
容
を
始
め
と
す
る
中
国
画
人
の
雲
龍
図
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

試
み
に
、
探
幽
筆
《
龍
図
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
図
三
十
四
）
を
、
伝
陳

容
筆
《
双
龍
図
》（
セ
ン
ト
ル
イ
ス
美
術
館
蔵
、
図
三
十
七
）
と
比
較
し
て
み

る
と
、
上
を
向
い
た
鼻
や
、
大
振
り
の
棘
、
真
っ
直
ぐ
に
生
え
た
角
、
と
い
っ

た
点
が
、
両
者
共
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
凹
凸
の
激
し

い
頭
頂
部
の
表
現
は
、
同
じ
く
陳
容
筆
の
伝
承
を
持
つ
《
龍
図
》（
泉
涌
寺
蔵
、

図
三
十
八
）
の
そ
れ
に
通
ず
る
。
お
そ
ら
く
探
幽
は
、
前
時
代
の
狩
野
派
雲
龍

図
で
は
な
く
、
伝
陳
容
画
を
参
照
し
つ
つ
、
雲
龍
図
に
お
け
る
探
幽
様
を
確
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
四
十
五
。
さ
て
、
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
探
幽
に
よ
る
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雲
龍
図
の
顔
貌
表
現
が
、
探
幽
周
辺
の
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
世
代
の
江
戸
狩

野
画
人
に
よ
る
雲
龍
図
の
規
範
に
な
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
探
幽
の
末
弟
で
あ
る
安
信
（
一
六
一
三
～
八
五
）
に
よ
る
《
龍
図
襖
》（
玉

鳳
院
蔵
、
図
三
十
九
）
の
顔
貌
を
見
て
み
る
と
、
丸
み
を
帯
び
た
顔
や
、
大
振

り
の
棘
、
上
を
向
い
た
鼻
、
丸
く
黒
目
の
大
き
い
目
、
凹
凸
の
激
し
い
頭
頂
部
、

真
っ
直
ぐ
に
生
え
た
角
、
と
い
っ
た
表
現
が
、
探
幽
画
と
よ
く
似
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
探
幽
の
甥
の
常
信
（
一
六
三
六
～
一
七
一
三
）
に
よ
る

《
龍
虎
図
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
図
四
十
）
の
龍
の
顔
貌
を
、
探
幽
筆
《
龍

図
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
図
三
十
四
）
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
顔
の
輪

郭
や
、
棘
、
鼻
、
目
、
角
の
形
状
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
山
雪
に
よ
る
雲
龍
図
を
見
て
い
く
。
山
雪
も
ま
た
多
く
の
雲
龍
図
を

描
い
て
い
る
が
、
本
論
で
は
、《
龍
虎
図
屏
風
》（
個
人
蔵
、
図
四
十
一
）、《
龍

虎
図
》（
佐
賀
県
立
博
物
館
蔵
、
図
四
十
二
）、《
双
龍
図
》（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
、
図
四
十
三
）、《
雲
龍
図
天
井
画
》（
泉
涌
寺
舎
利
殿
）、《
雨
龍
・
雪
梅
・

風
竹
図
》（
徳
川
美
術
館
蔵
）
の
五
点
を
取
り
上
げ
た
い
四
十
六
。
い
ず
れ
の
作
例

も
、
上
を
向
い
た
い
び
つ
な
鼻
や
、
真
っ
直
ぐ
か
、
あ
る
い
は
や
や
上
向
き
に

湾
曲
し
た
太
く
丸
み
を
帯
び
た
角
、
波
打
つ
よ
う
な
凹
凸
の
あ
る
頭
頂
部
を
持

っ
て
お
り
、
や
は
り
、
前
時
代
の
規
範
で
あ
っ
た
永
徳
様
と
は
か
な
り
異
な
る
。

ま
た
、
顔
が
伝
永
徳
画
の
よ
う
に
細
く
尖
っ
て
は
お
ら
ず
、
厚
み
が
増
し
て
い

る
点
も
特
筆
さ
れ
よ
う
。
板
倉
聖
哲
氏
は
、
山
雪
に
よ
る
雲
龍
図
の
源
泉
と
し

て
、
先
に
も
挙
げ
た
泉
涌
寺
の
伝
陳
容
筆
《
龍
図
》（
図
三
十
八
）
を
挙
げ
て

い
る
が
四
十
七
、
確
か
に
角
や
頭
頂
部
の
形
状
は
、
泉
涌
寺
本
に
近
い
。
一
方
で
、

顔
全
体
の
輪
郭
や
、
鼻
筋
か
ら
鼻
先
に
か
け
て
の
波
打
つ
よ
う
な
凹
凸
な
ど
は
、

山
雪
の
師
・
山
楽
に
よ
る
《
龍
虎
図
屏
風
》（
妙
心
寺
蔵
、
図
二
十
九
）
の
表

現
に
通
ず
る
。
こ
の
よ
う
に
、
山
雪
の
雲
龍
図
に
は
、
伝
陳
容
画
や
、
師
で
あ

る
山
楽
の
雲
龍
図
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
山
雪
画

に
は
、
伝
陳
容
画
に
も
山
楽
画
に
も
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
最
た
る

も
の
は
目
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
山
下
善
也
氏
は
、
山
雪
の
雲
龍
図
の
特
徴
と
し

て
「
寄
り
目
で
上
目
使
い
の
情
け
な
い
表
情
」
を
挙
げ
て
い
る
が
四
十
八
、「
上

目
使
い
の
情
け
な
い
表
情
」
と
い
う
点
で
は
、
伝
張
嗣
成
筆
《
龍
図
》（
出
光

美
術
館
蔵
、
図
四
十
四
）
に
も
近
い
表
現
が
認
め
ら
れ
は
す
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
山
雪
画
の
目
は
こ
と
の
ほ
か
寄
り
目
で
、
そ
の
う
え
眉
が
極
端
に
下
が
っ

て
お
り
、
垂
れ
目
が
一
層
際
立
っ
て
い
る
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
山
雪

は
、
中
国
絵
画
や
山
楽
画
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
独
特
な
目
の
表
現

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雲
龍
図
に
お
け
る
山
雪
様
を
作
り
上
げ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
板
倉
氏
に
よ
れ
ば
、
山
雪
に
よ
る
雲
龍
図
の
顔
貌
表
現
は
、
そ
れ

以
後
の
京
狩
野
の
雲
龍
図
に
も
見
ら
れ
、
京
狩
野
画
人
の
一
規
範
と
な
っ
た
と

い
う
四
十
九
。
例
え
ば
、
山
雪
の
子
・
永
納
（
一
六
三
一
～
九
七
）
の
筆
に
な
る

《
龍
虎
図
屏
風
》（
た
つ
の
市
立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
蔵
、
図
四
十
五
）
を
見

て
み
る
と
、
目
の
表
現
は
異
な
る
も
の
の
、
顔
の
輪
郭
や
、
い
び
つ
な
鼻
、
上

向
き
に
湾
曲
し
た
角
が
、
山
雪
の
雲
龍
図
と
共
通
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
探
幽
と
山
雪
の
雲
龍
図
を
見
渡
し
て
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、

当
時
の
画
壇
に
お
け
る
両
者
の
在
り
方
で
あ
る
。
探
幽
は
、
他
の
画
題
に
お
い

て
も
永
徳
様
式
か
ら
脱
し
て
独
自
の
様
式
を
築
き
、
そ
れ
が
以
後
の
江
戸
狩
野

派
の
規
範
と
な
っ
た
五
十
。
ま
た
山
雪
も
諸
画
題
に
お
い
て
、
先
例
に
縛
ら
れ

ず
に
新
た
な
図
様
を
創
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
五
十
一
。
両
者
と
も
、
前

時
代
に
お
け
る
狩
野
派
様
式
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

新
た
に
自
身
の
様
式
を
確
立
し
た
画
人
だ
っ
た
。
雲
龍
図
か
ら
も
、
桃
山
か
ら
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江
戸
に
か
け
て
の
過
渡
期
を
生
き
た
両
者
の
絵
画
観
が
垣
間
見
え
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
室
町
後
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
雲
龍
図
の
様
式
変

遷
を
辿
っ
て
い
く
と
、
各
時
代
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
画
人
た
ち
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
が
打
ち
立
て
ら
れ
、
そ
れ
が
後
の
画
人
た
ち
に
受
け
継
が
れ

て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
そ
れ
ら
の
様
式
が

雲
龍
図
に
お
け
る
各
画
人
の
個
人
様
式
と
し
て
、
自
他
と
も
に
明
確
に
意
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
継
の
画
人
た
ち
に
も
意
識
的
に
選
択
・
継

承
さ
れ
て
い
っ
た
傾
向
が
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。

一
方
で
留
意
す
べ
き
は
、
そ
れ
ら
が
個
人
様
式
と
は
言
え
、
巨
視
的
に
見
れ

ば
、
こ
の
時
期
に
、
言
わ
ば
雲
龍
図
に
お
け
る
〝
和
様
化
〟
と
も
言
え
る
現
象

が
あ
り
、
そ
の
中
で
様
式
変
遷
が
展
開
し
て
い
っ
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

伝
牧
谿
画
や
伝
陳
容
画
と
い
っ
た
中
国
絵
画
そ
の
も
の
の
再
現
を
目
指
す
よ
う

な
志
向
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
章
で
は
、
こ
の
、
雲
龍
図
に
お
け
る
〝
和
様
化
〟
の
背
景
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
く
。

二
、
雲
龍
図
の
〝
和
様
化
〟
の
背
景

今
度
は
室
町
後
期
の
時
代
背
景
に
着
目
し
、
何
を
契
機
と
し
て
雲
龍
図
の
〝

和
様
化
〟
が
進
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

周
知
の
通
り
、
室
町
後
期
の
中
央
画
壇
で
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
宋
元
画

人
に
よ
る
作
品
の
図
様
や
筆
法
の
特
性
に
基
づ
い
た
「
筆
様
」
を
念
頭
に
、
絵

画
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

中
国
絵
画
と
、
そ
れ
を
基
に
し
た
日
本
の
画
人
の
作
品
と
を
比
べ
れ
ば
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
と
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
五
十
二
。
山
水
図
を
例
に
と
っ
て
み
て

も
、
例
え
ば
、
祥
啓
筆
《
瀟
湘
八
景
画
帖
》（
白
鶴
美
術
館
蔵
）
は
夏
珪
様
で

描
か
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
夏
珪
様
瀟
湘
八
景
の
図
様
を
伝
え
る
、
伝
夏
珪
筆

《
雪
景
山
水
図
》（
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
）
と
比
較
す
る
と
、
白
鶴
本
は
よ
り
平

明
で
簡
潔
な
画
面
に
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
五
十
三
。
雲
龍
図
も
同
様

で
、
先
に
も
挙
げ
た
、
伝
祥
啓
筆
《
達
磨
・
龍
虎
図
》
の
う
ち
の
龍
図
（
図

四
十
六
）
は
、
構
図
は
伝
牧
谿
筆
《
龍
虎
図
》（
大
徳
寺
蔵
、
図
四
十
七
）
に
倣

っ
て
い
る
も
の
の
、
龍
が
雲
霧
に
溶
け
込
む
か
の
よ
う
な
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ

ム
を
も
っ
て
描
か
れ
る
伝
牧
谿
画
に
対
し
て
、
伝
祥
啓
画
の
画
面
は
よ
り
明
快

か
つ
平
板
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
細
部
に
目
を
向
け
て
も
、
伝
祥
啓
画
の
顔
貌

の
個
々
の
パ
ー
ツ
は
、
伝
牧
谿
画
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

筆
様
制
作
で
は
、
構
図
や
筆
法
、
モ
チ
ー
フ
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
、

中
国
絵
画
そ
の
も
の
を
忠
実
に
写
す
こ
と
は
せ
ず
五
十
四
、
更
に
は
、
中
国
絵
画

の
翻
案
の
過
程
で
、
個
々
の
画
人
の
独
創
性
が
導
き
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
五
十
五
。

こ
の
よ
う
な
、
日
中
の
絵
画
間
に
お
け
る
懸
隔
に
影
響
を
与
え
た
の
が
、
幕

府
同
朋
で
あ
っ
た
能
阿
弥
（
一
三
九
七
～
一
四
七
一
）
と
、
そ
の
子
・
芸
阿
弥

（
一
四
三
一
～
八
五
）
で
あ
る
五
十
六
。
彼
ら
は
将
軍
家
の
中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
管
掌
す
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
上
画
技
に
も
長
け
て
い
た
た
め
、
筆
様
の

規
範
創
成
に
も
深
く
関
与
し
て
い
た
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
雲
龍
図
の
〝
和
様
化
〟
に
も
、
能
阿
弥
や
芸
阿
弥
の
介
在

が
想
定
さ
れ
る
。
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こ
の
点
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
作
例
が
、『
伯
爵
徳
川
家
御
蔵
品
入
札
目

録
』（
昭
和
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
る
、
伝
能
阿
弥
筆
《
龍
虎
六
曲
屏
風
》（
図

四
十
八
）
で
あ
る
。
同
図
の
顔
貌
を
見
る
と
、
お
お
よ
そ
は
伝
牧
谿
筆
《
龍
虎

図
》（
図
二
、四
十
七
）
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
よ
り
細
部
に

目
を
転
じ
た
時
、
顔
貌
の
個
々
の
パ
ー
ツ
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
同
図
の
顔
貌
表
現
が
、
む
し
ろ
伝
祥
啓
筆
雲

龍
図
と
極
め
て
近
し
い
点
で
あ
る
。
伝
能
阿
弥
画
の
顔
に
は
、
豚
の
よ
う
な
鼻

や
、
中
心
に
線
が
入
り
二
つ
の
峰
を
形
成
す
る
頭
頂
部
、
短
い
角
、
と
い
っ
た

特
徴
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
先
に
伝
祥
啓
筆
雲
龍
図
の
特
徴
と
し
て
挙

げ
た
表
現
と
、
そ
の
ま
ま
重
な
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
伝
祥
啓
筆
《
水
墨
龍
》

（
図
七
）
と
比
べ
る
と
、
両
図
が
極
め
て
近
し
い
顔
貌
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
だ
ろ
う
。

も
と
よ
り
、
伝
能
阿
弥
画
が
真
筆
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
祥
啓
が
能

阿
弥
の
子
・
芸
阿
弥
に
師
事
し
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
能
阿
弥
が
《
龍
虎
六
曲

屏
風
》
の
よ
う
な
雲
龍
図
を
描
い
て
い
た
こ
と
も
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
は

あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
祥
啓
は
芸
阿
弥
の
も
と
で
、
芸
阿
弥
に
よ
る
画
本
（
絵
手

本
）
を
模
写
し
て
い
る
が
五
十
七
、
こ
の
画
本
と
い
う
の
は
、
中
国
宋
元
画
人
の

図
様
や
筆
法
を
、
能
阿
弥
や
芸
阿
弥
が
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
五
十
八
。
仮
に
芸
阿
弥
の
画
本
に
、
先
に
見
た
伝
能
阿
弥
画
の
よ
う
な
阿

弥
派
の
雲
龍
図
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
祥
啓
以
前
に
、
阿
弥
派
に
よ
っ
て
、
雲

龍
図
の
翻
案
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
狩
野
派
《
龍

虎
図
屏
風
》（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
、
図
八
）
や
、
伝
長
谷
川
等
伯
筆
《
龍
図

屏
風
》（
本
法
寺
蔵
、
図
九
）
と
い
っ
た
、
前
章
に
お
い
て
、
伝
祥
啓
画
と
共

通
す
る
特
徴
を
有
す
る
も
の
と
し
て
挙
げ
た
作
例
も
、
鎌
倉
で
活
動
し
た
祥
啓

の
雲
龍
図
が
直
接
の
ル
ー
ツ
な
の
で
は
な
く
、
伝
能
阿
弥
画
の
よ
う
な
、
阿
弥

派
の
雲
龍
図
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
五
十
九
。

一
方
、
元
信
も
ま
た
、
山
水
図
や
道
釈
人
物
画
な
ど
に
お
い
て
は
、
阿
弥
派

か
ら
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
が
六
十
、
雲
龍
図
に
限
っ
て
は
、
先
に

挙
げ
た
伝
承
作
例
（
図
十
～
十
二
）
を
伝
能
阿
弥
筆
雲
龍
図
（
図
四
十
八
）
と
比

較
す
る
限
り
、
類
似
点
は
あ
ま
り
見
出
せ
な
い
。
周
知
の
通
り
元
信
は
、
狩
野

派
の
流
派
様
式
を
新
た
に
確
立
し
た
画
人
で
あ
っ
た
六
十
一
。
現
存
作
例
が
無
い

た
め
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
お
そ
ら
く
雲
龍
図
に
お
い
て
は
、
も
は
や
阿
弥

派
の
影
響
は
受
け
ず
に
、
自
身
の
独
自
性
を
前
面
に
押
し
出
し
た
パ
タ
ー
ン
を

作
り
上
げ
、
そ
れ
が
以
後
の
、
永
徳
様
式
成
立
ま
で
の
狩
野
派
雲
龍
図
の
規
範

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
雲
龍
図
の
〝
和
様
化
〟
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、

こ
う
し
た
流
れ
は
、
漢
画
の
価
値
体
系
の
形
成
者
と
し
て
の
役
割
が
、
阿
弥
派

か
ら
狩
野
派
へ
と
変
遷
し
て
ゆ
く
同
時
期
の
流
れ
と
、
軌
を
一
に
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
現
存
作
例
が
少
な
い
た
め
、
多
分
に
推
測
が
含
ま
れ
る
が
、

雲
龍
図
の
展
開
も
ま
た
、
そ
う
し
た
漢
画
界
の
動
向
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

結
論以

上
、
本
論
で
は
、
室
町
後
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
雲
龍
図
の
顔
貌

の
検
討
を
通
じ
て
、
雲
龍
図
様
式
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
様
式
変

遷
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
牧
谿
や
陳
容
の
伝
承
作
例
か
ら
の
影
響
の
み
が
語
ら
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れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
現
存
作
例
や
、
売
立
目
録
、
縮
図
、
模
本
類
を
総

合
的
に
検
討
す
る
と
、
室
町
後
期
に
は
、
伝
祥
啓
や
伝
元
信
筆
雲
龍
図
に
、
中

国
の
先
行
作
例
に
は
収
ま
ら
な
い
新
た
な
表
現
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現

が
、
後
世
の
画
人
、
あ
る
い
は
同
じ
流
派
の
画
人
た
ち
の
雲
龍
図
に
も
見
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
雪
舟
様
の
雲
龍
図
に
つ
い
て
は
、
伝
雪
舟
原
画

藝
大
模
本
（
図
十
七
）
と
長
谷
川
等
胤
筆
《
羅
漢
図
》
の
う
ち
の
龍
（
図
十
六
）

と
の
酷
似
ぶ
り
か
ら
、
両
図
に
見
ら
れ
る
図
様
が
雪
舟
様
雲
龍
図
の
一
パ
タ
ー

ン
で
あ
っ
た
可
能
性
を
提
示
し
た
が
、
そ
う
し
た
図
様
は
同
時
代
の
画
壇
に
は

あ
ま
り
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
し
た
。
続
い
て
桃
山
期
に
は
、
長

谷
川
等
伯
の
雲
龍
図
の
よ
う
に
伝
牧
谿
画
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
作
例
が
見

ら
れ
る
一
方
で
、
伝
永
徳
筆
雲
龍
図
に
は
独
特
な
表
現
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
、

狩
野
派
内
の
永
徳
周
辺
画
人
の
み
な
ら
ず
、
海
北
友
松
の
雲
龍
図
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
江
戸
期
に
な
る
と
、
永
徳
様

式
は
影
を
潜
め
、
代
わ
っ
て
、
探
幽
は
中
国
絵
画
に
、
山
雪
は
師
・
山
楽
や
中

国
絵
画
に
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
い
た
新
た
な
表
現
を
確
立
し
、
そ
の
後
の
江
戸
・
京

両
狩
野
家
の
規
範
と
な
っ
た
こ
と
が
伺
え
た
。

ま
た
、
雲
龍
図
の
〝
和
様
化
〟
に
つ
い
て
は
、
阿
弥
派
に
よ
る
筆
様
の
創
成

を
契
機
と
し
て
展
開
し
、
元
信
以
降
は
、
も
は
や
阿
弥
派
の
影
響
を
受
け
な
い

独
特
な
様
式
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
が
後
の
狩
野
派
雲
龍
図
の
源
泉
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
雲
龍
図
の
〝
和
様
化
〟
の
流
れ
が
、
同
時

期
に
お
け
る
漢
画
界
の
動
向
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
し
た
。

今
後
は
、
空
白
期
を
補
完
す
る
よ
う
な
雲
龍
図
が
よ
り
多
く
発
見
さ
れ
、
本

論
で
の
結
論
が
、
よ
り
厳
密
に
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。

註

	

一	
	

中
田
智
則
「
五　

龍
虎
図
」（
作
品
解
説
）、『
龍
を
描
く
―
天
地
の
気
―
』（
展
覧

会
カ
タ
ロ
グ
）
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
、
九
十
九
頁
。

	

二	
	

相
澤
正
彦
、
橋
本
慎
司
「
二
八
七
・
二
八
八　

龍
虎
図
屏
風
」（
図
版
解
説
）、
相

澤
正
彦
、
橋
本
慎
司
『
関
東
水
墨
画　

型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
国
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
七
年
、
三
〇
二
頁
。

	

三	
	

今
井
宇
三
郎
『
易
経
（
上
）』
明
治
書
院
（
新
釈
漢
文
大
系　

第
二
十
三
巻
）

一
九
八
七
年
、
九
十
四
―
一
〇
三
頁
。

	

四	
	

今
井
宇
三
郎
『
易
経
（
中
）』
明
治
書
院
（
新
釈
漢
文
大
系　

第
二
十
四
巻
）

一
九
九
三
年
、
九
七
〇
―
九
七
二
頁
。

	

五	
	

呉
永
三
氏
は
、
朝
鮮
の
画
人
・
李
楨
（
一
五
七
八
～
一
六
〇
七
）
が
描
い
た
《
龍

虎
図
》（
高
麗
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
、『
易
経
』「
乾
」
卦
で
「
飛
龍
、
在
天
。
利
見

大
人
。」
と
説
か
れ
る
龍
と
、「
革
」
卦
で
「
大
人
虎
変
、
其
文
炳
也
。」
と
説
か
れ

る
虎
と
を
対
幅
と
す
る
こ
と
で
、「
代
始
改
元
」
し
て
王
位
に
登
る
意
味
合
い
が
込

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
呉
永
三
「
京
都
・
高
麗
美
術
館
所
蔵　

李

楨
筆
「
竜
虎
図
」
対
幅
と
周
易
思
想
」『
美
術
史
』
第
一
八
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）、

一
八
〇
頁
）。
日
本
に
お
い
て
、『
易
経
』
に
説
か
れ
る
よ
う
な
革
命
思
想
が
そ
の
ま

ま
受
容
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
戦
国
大
名
は
、
古
い
体
制
を
打
破
し
て

新
た
な
体
制
を
築
こ
う
と
す
る
考
え
方
だ
け
は
、『
易
経
』
か
ら
学
ん
で
い
た
こ
と

だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
大
陸
で
は
革
命
の
象
徴
で
あ
っ
た
龍
虎
図
が
、
日
本
に

お
い
て
は
下
剋
上
の
象
徴
と
し
て
読
み
取
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
、
自
然
な
推
測
だ

ろ
う
。

	

六	
	

小
和
田
哲
男
『
戦
国
大
名
と
読
書
』
柏
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
二
十
三
頁
、

三
十
八
頁
、
四
十
五
―
四
十
九
頁
。

	

七	
	

例
え
ば
、
戦
国
大
名
北
条
氏
の
武
将
・
北
条
氏
繁
は
、「
顚
趾
利
出
否
」
と
い
う

文
言
が
記
さ
れ
た
印
判
を
用
い
て
い
た
が
、
こ
の
印
文
は
、『
易
経
』「
鼎
」
卦
に
お

け
る
記
述
「
初
六
、
鼎
顚
趾
。
利
出
否
。
得
妾
以
其
子
。
旡
咎
。
象
曰
、
鼎
顚
趾
、

未
悖
也
。
利
出
否
、
以
従
貴
也
。」
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
太
田
晶
二

郎
「
口
絵　

大
鋸
引
森
文
書
」（
解
説
）、『
日
本
歴
史
』
第
二
七
〇
号
（
一
九
七
〇
年

十
一
月
）、
巻
頭
頁
）。
こ
の
「
鼎
」
卦
の
一
文
で
は
、
鼎
を
逆
さ
ま
に
す
る
様
子
を

喩
え
と
し
て
革
新
思
想
の
あ
る
べ
き
道
を
説
い
て
い
る
が
、
小
和
田
哲
男
氏
は
、
氏

繁
の
印
文
か
ら
、
当
時
の
武
将
た
ち
に
と
っ
て
『
易
経
』
が
、
下
剋
上
を
正
当
化
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す
る
論
理
的
支
柱
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
小
和
田
、

前
掲
書
、
一
三
一
―
一
三
二
頁
）。

	
八	

	

日
本
に
お
け
る
雲
龍
図
の
主
な
研
究
と
し
て
は
、

・
中
村
渓
男
「
走
獣
画
屛
風
考
序
説
」
中
村
渓
男
他
『
龍
虎
・
猿
猴
』
講
談
社
（
日

本
屛
風
絵
集
成　

第
十
六
巻　

走
獣
画
）、
一
九
七
八
年
、
一
四
八
―
一
五
四
頁
。

・
衛
藤
駿
「
龍
虎
の
世
界
」『
龍
虎
の
世
界
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
東
京
、
根
津
美

術
館
、
一
九
八
六
年
、
八
十
七
―
九
十
七
頁
。

・
小
嵜
善
通
「
近
世
初
期
に
お
け
る
雲
龍
図
の
展
開
―
新
出
の
「
州
信
」
印
「
雲

龍
図
」
屛
風
を
中
心
に
し
て
―
」『
古
美
術
』
一
〇
三
号
（
一
九
九
二
年
八
月
）、

五
十
九
―
六
十
八
頁
。

・
佐
藤
康
宏
「
横
断
す
る
龍
―
曾
我
蕭
白
「
雲
龍
図
」」（『
美
術
史
論
叢
』
二
十
八

号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）、
一
―
二
十
六
頁
。

	
	

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

	

九	
	

衛
藤
、
前
掲
論
文
。

	

十	
	

小
嵜
、
前
掲
論
文
。

	

十
一	

	

佐
藤
、
前
掲
論
文
。

	

十
二	

	

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
第
一
章
で
も
取
り
上
げ
る
伝
賢
江
祥
啓
筆
《
達
磨
・
龍
虎
図
》

（
出
光
美
術
館
蔵
、
図
五
、四
十
六
）
の
う
ち
の
龍
図
は
、
画
面
上
部
か
ら
龍
の
頭
部

を
下
降
さ
せ
る
図
様
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
伝
牧
谿
筆

《
龍
虎
図
》（
大
徳
寺
蔵
、
図
二
、四
十
七
）
の
図
様
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
。
一
方
で

顔
貌
表
現
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
顔
の
各
パ
ー
ツ
は
両
図
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
よ
う

に
顔
貌
表
現
か
ら
は
、
構
図
の
検
討
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
画
人
の
個
性
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
第
一
章
に
て
詳
述
）。

十
三	

	

小
嵜
、
前
掲
論
文
、
五
十
九
頁
。

十
四	

	

山
本
英
男
「
十
八　

雲
龍
図
屏
風
」（
作
品
解
説
）、『
特
別
展
覧
会　

狩
野
永
徳
』

（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
、
二
五
六
頁
。

十
五	

	

佐
藤
、
前
掲
論
文
、
四
頁
。

十
六	

	

亀
田
孜
「
十
七　

龍
虎
図
屏
風
」（
図
版
解
説
）、
亀
田
孜
『
雪
村
』
集
英
社
（
日

本
美
術
絵
画
全
集　

第
八
巻
）、
一
九
八
二
年
、
一
二
九
―
一
三
〇
頁
。

十
七	
	

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
本
は
雪
村
が
小
田
原
と
鎌
倉
に
滞
在
し
た
時
期
に
制
作
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
北
条
氏
ゆ
か
り
の
小
田
原
や
、
五
山
な
ど
の
大
寺
院
が

あ
る
鎌
倉
に
は
、
中
国
絵
画
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
た
（
畑
靖
紀
「
雪
村
周
継
筆　

龍

虎
図
屛
風
」『
國
華
』
第
一
四
四
三
号
（
二
〇
一
六
年
一
月
）、
四
十
二
頁
）。
雪
村
は

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
陳
容
筆
《
九
龍
図
巻
》（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
の
よ
う

な
中
国
絵
画
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

十
八	
	

本
論
で
取
り
上
げ
る
売
立
目
録
掲
載
作
品
は
全
て
、
東
京
文
化
財
研
究
所	

売
立
目

録
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
参
照
し
た
。

十
九	

	

東
京
文
化
財
研
究
所	

売
立
目
録
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
、
祥
啓
筆
と
さ
れ
る

雲
龍
図
と
し
て
、

	
	

①
《
竜
》（『
三
田
九
鬼
男
爵
家
蔵
品
目
録
』
昭
和
七
年
）

	
	

②
《
竜
虎
屏
風
》（『
佐
竹
侯
爵
家
御
蔵
器
入
札
』
大
正
六
年
）

	
	

③
《
水
墨
竜
》（『
大
岡
家
所
蔵
品
展
観
入
札
』
大
正
九
年
）

	
	

④
《
竜
虎
屏
風
》（『
当
市
某
氏
所
蔵
品
本
入
札
』
大
正
八
年
）

	
	

⑤
《
雲
竜
》（『
高
田
博
士
所
蔵
書
画
器
物
展
観
入
札
』
大
正
六
年
）

	
	

⑥
《
竜
虎
双
幅
》（『
今
井
聴
雪
軒
永
井
原
泉
閣
蔵
品
展
観
目
録
』
昭
和
十
二
年
）

	
	

が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
②
と
④
は
同
一
作
品
で
、
後
述
の
、
大
阪
市
立
美
術

館
に
所
蔵
さ
れ
る
狩
野
派
《
龍
虎
図
屏
風
》（
図
八
）
に
該
当
す
る
た
め
、
カ
ウ
ン
ト

し
な
か
っ
た
。

	

二
十	

	

中
田
、
前
掲
解
説
。

	

二
十
一	

中
村
渓
男
「
十
五　

龍
図
」（
図
版
解
説
）、
中
村
渓
男
他
前
掲
書
、
一
二
二
頁
。

二
十
二	

田
島
志
一
編
『
元
信
畫
集　

三
』
審
美
書
院
、
一
九
〇
七
年
。

二
十
三	

山
本
英
男
『
初
期
狩
野
派
―
正
信
・
元
信
』
至
文
堂
（
日
本
の
美
術　

第
四
八
五

号
）、
五
十
五
頁
。

二
十
四	

東
京
文
化
財
研
究
所	

売
立
目
録
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
、
元
信
筆
と
さ
れ
る

雲
龍
図
と
し
て
、

①
《
竜
虎
》（『
岩
倉
家
御
蔵
品
入
札
』
大
正
三
年
）

②
《
泥
引
雲
竜
／
竹
虎
図
屏
風
》（『
当
市
中
京
大
原
直
次
郎
氏
所
蔵
品
入
札
』
大
正

五
年
）

③
《
雨
乞
竜
》（『
神
戸
勝
田
家
所
蔵
品
目
録
』
昭
和
四
年
）

④
《
竜
》（『
赤
星
家
所
蔵
品
入
札
』
大
正
六
年
）

⑤
《
波
竜
》（『
郷
男
爵
家
御
蔵
品
入
札
』
大
正
八
年
）

⑥
《
竜
》（『
郷
男
爵
家
御
蔵
品
入
札
』
大
正
八
年
）

	
	

が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
③
と
④
は
、
先
述
の
『
元
信
畫
集　

三
』
掲
載
の

《
雲
龍
図
》（
図
十
）
と
同
一
作
品
で
あ
る
た
め
、
カ
ウ
ン
ト
し
な
か
っ
た
。
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二
十
五　

武
田
恒
夫
「
南
禅
寺
蔵
扇
面
貼
交
屏
風
に
つ
い
て
」『
國
華
』
第
八
七
二
号

（
一
九
六
四
年
十
一
月
）、
六
十
一
頁
。

二
十
六　

東
京
文
化
財
研
究
所	

売
立
目
録
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
、
雪
舟
筆
と
さ
れ
る

雲
龍
図
と
し
て
、
三
十
一
件
が
ヒ
ッ
ト
す
る
（
煩
瑣
に
な
る
た
め
、
各
作
例
は
列
挙

し
な
い
）。
ま
た
、
上
記
三
十
一
件
の
中
に
は
、
同
一
作
品
が
複
数
の
売
立
目
録
に

登
場
す
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。

二
十
七　

山
本
英
男
「
一
〇
三　

雲
龍
図
」（
作
品
解
説
）、『
没
後
五
〇
〇
年　

特
別
展　

雪
舟
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
京
都
国
立
博
物
館
／
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
二
年
、

二
七
五
頁
。

二
十
八　

な
お
、
伝
雪
舟
原
画
模
本
の
龍
の
角
が
大
き
く
湾
曲
し
て
い
る
点
は
、
伝
元
信
筆

雲
龍
図
の
そ
れ
と
共
通
す
る
。
こ
の
表
現
は
、
管
見
の
限
り
、
中
国
の
雲
龍
図
や
、

雪
舟
以
前
の
日
本
の
漢
画
系
雲
龍
図
に
は
認
め
ら
れ
な
い
だ
け
に
、
一
見
、
雪
舟
様

雲
龍
図
と
元
信
様
雲
龍
図
と
の
繋
が
り
を
伺
わ
せ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
一
方
で
、

伝
雪
舟
原
画
模
本
の
角
に
は
凹
凸
が
多
い
の
に
対
し
、
伝
元
信
画
の
角
は
凹
凸
が
ほ

と
ん
ど
無
く
、
し
か
も
、
伝
雪
舟
原
画
模
本
の
角
よ
り
も
、
よ
り
滑
ら
か
な
弧
を
描

く
よ
う
に
湾
曲
し
て
い
る
。
元
信
様
雲
龍
図
の
角
の
表
現
が
雪
舟
様
雲
龍
図
か
ら
影

響
を
受
け
て
い
る
の
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
諸
作
例
を
比
較
す
る
限
り
、
両
者

の
角
の
表
現
は
、
湾
曲
し
て
い
る
と
い
う
点
以
外
は
相
違
点
が
顕
著
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
、
元
信
様
雲
龍
図
の
角
の
表
現
の
確
立
に
は
、
多
分
に
元
信
の
創
意
が
反
映

さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

二
十
九　

雪
舟
《
竜
》（『
伯
爵
徳
川
家
御
蔵
品
入
札
目
録
』
昭
和
三
年
）、
同
《
中
福
鹿
寿

［
福
禄
寿
］／
左
右
竜
》（『
前
田
侯
爵
家
御
蔵
品
入
札
目
録
』
大
正
十
四
年
）。

三
十　

濱
田
直
嗣
「
松
島
瑞
巌
寺
と
伊
達
政
宗
」『
松
島	

瑞
巌
寺
と
伊
達
政
宗
』（
展
覧
会
カ

タ
ロ
グ
）
三
井
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
、
二
十
一
頁
。

三
十
一　

松
嶋
雅
人
「
五
十
一　

等
伯
画
説
」（
作
品
解
説
）、『
没
後
四
〇
〇
年　

長
谷
川

等
伯
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
東
京
国
立
博
物
館
／
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
、

二
八
一
頁
。

三
十
二　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
《
龍
虎
図
屏
風
》
の
龍
が
伝
牧
谿
画
と
近
い
点
に
つ
い
て
は
、

田
沢
裕
賀
氏
が
指
摘
し
て
い
る（
田
沢
裕
賀
「
四
十
四　

龍
虎
図
屛
風
」（
作
品
解
説
）、

『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館　

日
本
美
術
の
至
宝
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）東
京
国
立
博
物
館
他
、

二
〇
一
二
―
二
〇
一
三
年
、
二
四
八
頁
）。
一
方
、
大
徳
寺
三
門
天
井
の
一
連
の
雲

龍
図
に
つ
い
て
、
山
本
英
男
氏
は
、「
牧
谿
様
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
山
本

英
男
「
長
谷
川
等
伯
、
天
下
を
取
る
―
上
洛
後
の
二
十
年
―
」『
没
後
四
〇
〇
年　

長
谷
川
等
伯
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
三
〇
頁
）、
本
文
で
述
べ
た
通
り
、
大
徳
寺
三

門
天
井
画
を
伝
牧
谿
画
と
比
較
す
る
と
、
非
常
に
近
し
い
顔
貌
を
も
っ
て
描
か
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

三
十
三　
『
特
別
展
覧
会　

狩
野
永
徳
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
二
八
三
、二
八
五
頁
。
ま
た
、

売
立
目
録
に
は
こ
の
他
に
も
、

①
《
龍
虎
六
曲
屏
風
》（『
某
海
軍
男
爵
某
実
業
家
男
爵
両
家
御
蔵
品
入
札
』
大
正
九

年
）

②
《
龍
虎
》（『
武
藤
山
治
氏
御
所
蔵
品
入
札
』
大
正
十
三
年
）

③
《
龍
虎
六
曲
屏
風
》（『
稲
葉
子
爵
平
岡
家
御
蔵
品
入
札
』
大
正
七
年
）

④
《
古
永
徳
龍
虎
》（『
某
家
御
所
蔵
品
入
札
』
大
正
十
年
）

⑤
《
伝
永
徳
龍
屏
風
》（『
当
市
外
山
氏
（
第
二
回
）
江
州
膳
所
馬
杉
氏
磐
城
』
大
正

六
年
）

	
	

の
五
点
が
見
出
さ
れ
る
。

三
十
四　

狩
野
永
徳
筆
の
伝
承
を
持
つ
雲
龍
図
と
し
て
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
《
龍

虎
図
屏
風
》
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
他
の
伝
永
徳
筆
雲
龍
図
と
顔
貌
が
大
き
く
異
な
る

と
共
に
、
画
面
全
体
の
画
風
が
永
徳
風
で
は
な
く
阿
弥
派
系
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ

る
こ
と
か
ら
（
辻
惟
雄
「
六
十
三　

龍
虎
図
屛
風
」（
図
版
解
説
）、
鹿
島
美
術
財
団

編
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日
本
美
術
総
合
調
査
図
録　

解
説
篇
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
二
二
年
、
一
四
五
頁
）、
考
察
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

三
十
五　

山
本
英
男
「
十
八　

雲
龍
図
屏
風
」（
作
品
解
説
）、『
特
別
展
覧
会　

狩
野
永
徳
』

（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
二
五
六
頁
。

三
十
六　

小
嵜
、
前
掲
論
文
、
六
十
一
頁
。

三
十
七　

門
脇
む
つ
み
「
伝
狩
野
元
信
原
画
「
獣
尽
図
屏
風
模
本
」
と
狩
野
派
の
動
物
画
」

『
國
華
』
第
一
三
九
六
号
（
二
〇
一
二
年
二
月
）、
十
頁
。

三
十
八　

山
本
英
男
「
桃
山
画
壇
を
生
き
る
―
狩
野
派
絵
師
の
攻
防
―
」『
桃
山
時
代
の

狩
野
派

―
永
徳
の
後
継
者
た
ち

―
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
京
都
国
立
博
物
館
、

二
〇
一
五
年
、
十
頁
。

三
十
九　

山
本
英
男
「
二
十
三　

雲
龍
図
」（
作
品
解
説
）、『
特
別
展
覧
会　

海
北
友
松
』

（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
、
二
八
七
頁
。

四
十	

	

山
本
英
男
「
孤
高
の
絵
師　

海
北
友
松
」『
特
別
展
覧
会　

海
北
友
松
』（
展
覧
会

カ
タ
ロ
グ
）
十
二
―
十
三
頁
。
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四
十
一　

山
本
英
男
「
四
十
七　

山
楽
筆
蟠
龍
図
縮
図
」（
作
品
解
説
）、『
特
別
展
覧
会　

狩
野
永
徳
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
二
六
七
―
二
六
八
頁
。

四
十
二　

な
お
、
桃
山
期
の
雲
龍
図
と
し
て
は
、
本
章
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
他
に
も
、
曽

我
直
庵
（
活
躍
期
：
十
六
世
紀
後
期
～
十
七
世
紀
初
期
）
筆
《
龍
虎
図
屏
風
》（
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）
も
よ
く
知
ら
れ
る
。
同
図
の
顔
貌
表
現
は
伝
牧
谿
筆
《
龍
虎
図
》

（
年
代
不
明
、
大
徳
寺
蔵
）
に
近
似
す
る
も
の
の
、
鼻
が
や
や
突
き
出
し
て
い
る
点
や
、

黒
目
が
小
さ
く
凄
み
の
あ
る
顔
立
ち
に
描
か
れ
て
い
る
点
は
伝
永
徳
画
に
通
じ
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

四
十
三　

探
幽
の
雲
龍
図
の
う
ち
代
表
的
な
作
例
と
し
て
は
、
本
文
中
に
挙
げ
た
も
の
の
ほ

か
、
日
光
東
照
宮
陽
明
門
の
《
雲
龍
図
》
や
、
徳
禅
寺
の
《
龍
虎
図
》
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
但
し
、
陽
明
門
の
《
雲
龍
図
》
と
徳
禅
寺
の
《
龍
虎
図
》
は
、
本
文
中
で

挙
げ
た
他
作
例
と
や
や
異
な
っ
た
顔
貌
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
考
察
対
象
か
ら
除

外
し
た
。

四
十
四　

孝
信
は
、
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）、
南
禅
寺
法
堂
の
天
井
に
蟠
龍
図
（
明
治

二
十
六
年
焼
失
）
を
描
い
て
お
り
、
孝
信
も
ま
た
、
雲
龍
図
を
得
意
と
し
て
い
た
こ

と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
孝
信
に
よ
る
《
羅
漢
図
》（
東
福
寺
蔵
）
の
画
面
上
方
に
は
二

匹
の
龍
が
描
か
れ
る
が
、
こ
う
し
た
仏
教
絵
画
に
描
か
れ
る
龍
の
図
像
は
漢
画
系
雲

龍
図
の
そ
れ
と
は
系
統
が
異
な
る
た
め
、
同
図
か
ら
孝
信
に
よ
る
漢
画
系
雲
龍
図
の

様
式
を
考
察
す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

四
十
五　

な
お
、「
探
幽
縮
図
」
に
は
雪
舟
筆
と
さ
れ
る
雲
龍
図
も
散
見
さ
れ
る
が
、
縮
図

と
い
う
性
格
上
ラ
フ
な
筆
致
の
も
の
が
多
く
、
図
様
の
詳
細
は
つ
か
み
に
く
い
。
ま

た
先
述
の
通
り
、
雲
龍
図
に
お
け
る
雪
舟
様
と
い
う
も
の
の
実
態
が
不
明
確
で
あ
る

以
上
、
雲
龍
図
に
お
い
て
、
雪
舟
が
探
幽
に
与
え
た
影
響
も
ま
た
、
現
時
点
で
は
不

明
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

四
十
六　

山
雪
の
雲
龍
図
と
し
て
は
、
本
論
で
列
挙
し
た
諸
作
例
の
他
、《
出
山
釈
迦
・
龍

虎
図
》（
個
人
蔵
）
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
同
図
は
他
の
諸
作
例
と
は
や
や
異
な
る
表
情

（
特
に
目
の
表
現
。
寄
り
目
で
も
垂
れ
目
で
も
な
い
）
で
描
か
れ
る
た
め
、
考
察
の
対

象
か
ら
は
除
外
し
た
。

四
十
七　

板
倉
聖
哲
「
明
・（
伝
）
南
宋
・
陳
容
筆　

龍
図
」『
國
華
』
第
一
四
五
八
号

（
二
〇
一
七
年
四
月
）、
五
十
二
頁
。

四
十
八　

山
下
善
也
「
七
十
八　

龍
虎
図
屏
風
」（
作
品
解
説
）、『
特
別
展
覧
会　

狩
野
山

楽
・
山
雪
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
、
二
九
七
頁
。

四
十
九　

板
倉
、
前
掲
論
文
、
五
十
二
頁
。

五
十　

	

山
本
英
男
「
桃
山
画
壇
を
生
き
る

―
狩
野
派
絵
師
の
攻
防

―
」『
桃
山
時
代

の
狩
野
派

―
永
徳
の
後
継
者
た
ち

―
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
二
十
三
頁；

田
沢

裕
賀
「
変
革
の
時
代
の
絵
画
」『
桃
山
―
天
下
人
の
一
〇
〇
年
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）

東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年
、
十
九
頁
。

五
十
一　

山
下
善
也
「
厳
選
の
山
楽
か
ら
、
山
雪
の
全
貌
へ
―
京
都
の
狩
野
派
は
濃
い
。」

『
特
別
展
覧
会　

狩
野
山
楽
・
山
雪
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
十
八
―
二
十
二
頁
。

五
十
二　

島
尾
新
「
十
五
世
紀
に
お
け
る
中
国
絵
画
趣
味
」『M

U
SEU

M

』
第
四
六
三
号

（
一
九
八
九
年
十
月
）、
三
十
二
頁
。

五
十
三　

相
澤
正
彦
「
芸
阿
弥
画
本
の
幻
影
―
弟
子
祥
啓
の
作
品
か
ら
」
板
倉
聖
哲
編
『
講

座
日
本
美
術
史　

第
二
巻　

形
態
の
伝
承
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、

一
八
四
頁
。

五
十
四　

同
前
、
一
九
一
頁
。

五
十
五　

石
田
佳
也
「
狩
野
光
信
「
傚
玉
澗
之
山
水
」
考
」『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
』

三
号
（
一
九
八
九
年
十
二
月
）、
二
二
〇
頁
。
同
論
文
に
お
い
て
石
田
氏
は
、
日
本
に

お
け
る
玉
澗
画
受
容
の
様
相
を
例
に
挙
げ
、
日
本
の
画
人
が
玉
澗
画
を
模
倣
・
翻
案

す
る
過
程
で
、
各
画
人
の
独
創
性
が
導
き
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

五
十
六　

相
澤
、
前
掲
論
文
、
一
六
八
―
一
六
九
頁
。

五
十
七　

相
澤
正
彦
「
室
町
水
墨
画
の
西
と
東
」
正
木
美
術
館
編
『
水
墨
画
・
墨
蹟
の
魅
力
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
、
九
十
一
頁
。

五
十
八　

同
前
、
九
十
頁
。

五
十
九　

な
お
、
阿
弥
派
の
雲
龍
図
の
様
式
を
検
討
す
る
際
に
は
、
単
庵
智
伝
筆
《
龍
虎
図

屏
風
》（
慈
芳
院
蔵
、
図
一
）
の
存
在
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
智
伝
は
芸

阿
弥
の
子
・
相
阿
弥
（
？
～
一
五
二
五
）
の
弟
子
と
伝
え
ら
れ
る
画
人
で
あ
る
た
め
、

雲
龍
図
に
も
、
三
阿
弥
か
ら
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
図
を
伝
能
阿
弥
筆
《
龍
虎
六
曲
屏
風
》
と
比
較
す
る
と
、
全
く
と
言
っ
て
良
い
ほ

ど
似
て
い
な
い
。
ま
た
、『
美
術
画
報
』
七
編
巻
十
一
（
一
九
〇
〇
年
九
月
）
掲
載
の

「
真
相[

相
阿
弥]　

龍
虎
図
双
幅
」
と
比
較
し
て
も
、
や
は
り
類
似
点
を
見
い
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
慈
芳
院
本
が
そ
う
し
た
伝
能
阿
弥
・
伝
相
阿
弥
画
と

類
似
し
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
直
ち
に
慈
芳
院
本
を
考
察
対
象
か
ら
外
す
こ
と

も
で
き
な
い
。
智
伝
に
よ
る
他
の
画
題
（《
遠
寺
晩
鐘
図
》
個
人
蔵
な
ど
）
に
は
、
相

阿
弥
画
か
ら
の
影
響
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
雲
龍
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図
に
お
け
る
三
阿
弥
様
式
に
は
、
伝
能
阿
弥
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
顔
貌
表
現
の
他

に
、
智
伝
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
顔
貌
表
現
も
あ
り
、
画
人
あ
る
い
は
作
品
に
よ
っ

て
、
複
数
の
顔
貌
パ
タ
ー
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て

考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

六
十	

　

島
尾
新
『
水
墨
画

―
能
阿
弥
か
ら
狩
野
派
へ

―
』
至
文
堂
（
日
本
の
美
術　

第
三
三
八
号
）
一
九
九
四
年
、
七
十
九
頁	;	

辻
惟
雄
「
狩
野
元
信
（
五
）」『
美
術
研

究
』
二
七
二
号
（
一
九
七
一
年
三
月
）、
一
六
〇
頁
。

六
十
一　

島
尾
、
前
掲
書
、
七
十
九
頁
。

図
版
出
典

図
一
、九　

中
村
渓
男
『
走
獣
画
：
龍
虎
・
猿
猴
』（
講
談
社
（
日
本
屛
風
絵
集
成　

第
十
六

巻
）、
一
九
七
八
年
）
よ
り
転
載

図
二
、四
十
七　
『
牧
谿
：
憧
憬
の
水
墨
画
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
東
京
、
五
島
美
術
館
、

一
九
九
六
年
）
よ
り
転
載

図
三　

衛
藤
駿
『
雪
村
周
継
全
画
集
』（
講
談
社
、
一
九
八
二
年
）
よ
り
転
載

図
四　
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
至
宝　

中
国
宋
・
元
画
名
品
展
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
そ
ご

う
美
術
館
（
神
奈
川
）／
奈
良
そ
ご
う
美
術
館
、
一
九
九
六
―
一
九
九
七
年
）
よ
り
転

載

図
五
、四
十
四
、四
十
六　
『
狩
野
派

―
画
壇
を
制
し
た
眼
と
手
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
東

京
、
出
光
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
）
よ
り
転
載

図
六　
『
龍
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
香
川
県
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
よ
り
転
載

図
七
、二
十
二
、二
十
三
、三
十
、四
十
八　

 

東
京
文
化
財
研
究
所
提
供

図
八
、三
十
六　
『
龍
を
描
く

―
天
地
の
気

―
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
茨
城
県
天
心
記

念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
）
よ
り
転
載

図
十　

田
島
志
一
編
『
元
信
畫
集　

三
』（
審
美
書
院
、
一
九
〇
七
年
）
よ
り
転
載

図
十
一　

 

東
京
藝
術
大
学
／D

N
Partcom

提
供

図
十
二　
『C

olBase　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
』「
元
信
／
龍
図
」

（C
olBase (nich.go.jp)

）（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
日
（
最
終
）
ア
ク
セ
ス
）
よ
り

転
載

図
十
三  

武
田
恒
夫
「
南
禅
寺
蔵
扇
面
貼
交
屏
風
に
つ
い
て
」（『
國
華
』
第
八
七
二
号

（
一
九
六
四
年
十
一
月
））
よ
り
転
載

図
十
四　

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
編
『
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館　

蔵
品
目
録　

東

洋
画
模
本
Ｖ
』（
一
九
九
九
年
）
よ
り
転
載

図
十
五　
『
没
後
五
〇
〇
年　

特
別
展　

雪
舟
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
京
都
国
立
博
物
館
／

東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
二
年
）
よ
り
転
載

図
十
六 

『
松
島　

瑞
巌
寺
と
伊
達
政
宗
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
三
井
記
念
美
術
館
、

二
〇
一
六
年
）
よ
り
転
載

図
十
七　

東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
編
『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館 

蔵
品
目
録 

東
洋

画
模
本
Ⅱ
』（
一
九
九
六
年
）
よ
り
転
載

図
十
八　
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館　

日
本
美
術
の
至
宝
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
東
京
国
立
博
物

館
他
、
二
〇
一
二
―
二
〇
一
三
年
）
よ
り
転
載

図
十
九　

勝
木
言
一
郎
『
龍
』（
至
文
堂
（
日
本
の
美
術　

五
一
〇
）、
二
〇
〇
八
年
）
よ
り

転
載

図
二
十
、二
十
一　
『
没
後
四
〇
〇
年　

長
谷
川
等
伯
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
東
京
国
立
博

物
館
／
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
）
よ
り
転
載

図
二
十
四　

 ”D
ragon above a w

aterfall” British M
useum

 ( painting; hanging scroll | 
British M

useum
)

（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
日
（
最
終
）
ア
ク
セ
ス
）
よ
り
転
載

図
二
十
五
、三
十
一　
『
特
別
展
覧
会　

狩
野
永
徳
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
京
都
国
立
博
物
館
、

二
〇
〇
七
年
）
よ
り
転
載

図
二
十
六　

筆
者
撮
影

図
二
十
七　

有
馬
賴
底
、
真
野
響
子
『
相
國
寺
』（
淡
交
社
（
古
寺
巡
礼 

京
都　

8
）、

二
〇
〇
七
年
）
よ
り
転
載

図
二
十
八　
『
特
別
展
覧
会　

海
北
友
松
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
京
都
国
立
博
物
館
、

二
〇
一
七
年
）
よ
り
転
載

図
二
十
九
、四
十
一
、四
十
二　
『
特
別
展
覧
会　

狩
野
山
楽
・
山
雪
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、

京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）
よ
り
転
載

図
三
十
二　

武
田
恒
夫
『
狩
野
探
幽
』（
集
英
社
（
日
本
美
術
絵
画
全
集　

第
十
五
巻
）、

一
九
七
八
年
）
よ
り
転
載

図
三
十
三　

宮
次
男
編
『
妙
心
寺
』（
集
英
社
（
日
本
古
寺
美
術
全
集　

第
二
十
四
巻
）、

一
九
八
二
年
）
よ
り
転
載

図
三
十
四　
『C

olBase　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
』「
龍
図
」

（C
olBase (nich.go.jp)

）（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
日
（
最
終
）
ア
ク
セ
ス
）
よ
り
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転
載

図
三
十
五　

樋
口
一
貴
「
探
幽
晩
年
、
渾
身
の
大
作　

興
正
寺
蔵
「
雲
龍
図
」」（『
聚
美
』

四
号
（
二
〇
一
二
年
七
月
））
よ
り
転
載

図
三
十
七　

“Tw
o D

ragons am
ong C

louds and W
aves” SA

IN
T

 LO
U

IS A
R

T
 

M
U

SEU
M

 ( Tw
o D

ragons am
ong C

louds and W
aves–Saint Louis A

rt 
M

useum
 (slam

.org))

（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
日
（
最
終
）
ア
ク
セ
ス
）
よ
り
転

載

図
三
十
八　

板
倉
聖
哲
「
明
・（
伝
）
南
宋
・
陳
容
筆　

龍
図
」（『
國
華
』
第
一
四
五
八
号

（
二
〇
一
七
年
四
月
））
よ
り
転
載

図
三
十
九　
『
探
幽
3
兄
弟

―
狩
野
探
幽
・
尚
信
・
安
信

―
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
板

橋
区
立
美
術
館
／
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
）
よ
り
転
載

図
四
十　
『
東
京
国
立
博
物
館　

画
像
検
索
』「
龍
虎
図
」（C

0030733 

龍
虎
図
―
東
京
国

立
博
物
館 

画
像
検
索 (tnm

.jp)

）（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
日
（
最
終
）ア
ク
セ
ス
）

よ
り
転
載 

図
四
十
三　
『
東
京
国
立
博
物
館　

画
像
検
索
』「
双
龍
図
」（E0067456 

双
龍
図
―
東
京

国
立
博
物
館 

画
像
検
索 (tnm

.jp)

）（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
日
（
最
終
）
ア
ク
セ

ス
）
よ
り
転
載

図
四
十
五　

成
澤
勝
嗣
『
も
っ
と
知
り
た
い 

狩
野
永
徳
と
京
狩
野
』（
東
京
美
術
、
二
〇
一

二
年
）
よ
り
転
載

謝
辞

　

本
稿
は
、
第
七
十
五
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
（
二
〇
二
二
年
五
月
、
当
番
校
：
東
京
大

学
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
す
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
成
城
大
学
教
授
相
澤
正
彦
先
生
よ
り
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導

を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
作
品
の
所
蔵
者
の
皆
様
か
ら
は
画
像
掲
載
を
ご
快
諾
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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図一　単庵智伝筆《龍虎図屏風》
（京都　慈芳院蔵）右隻部分図二　伝牧谿筆《龍虎図》のうち龍図

（咸淳己巳年款、京都　大徳寺蔵）部分

図三　雪村周継筆《龍虎図屏風》
（アメリカ　クリーブランド美術館蔵）

右隻部分、角度調整

図四　陳容筆《九龍図巻》
（アメリカ　ボストン美術館蔵）

部分、角度調整
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図九　伝長谷川等伯筆《龍図屏風》
（京都　本法寺蔵）部分、角度調整

図八　狩野派《龍虎図屏風》
（大阪市立美術館蔵）右隻部分

図七　伝賢江祥啓筆《水墨龍》
（『大岡家所蔵品展観入札』大正九年）部分

図五
伝賢江祥啓筆《達磨・龍虎図》のうち龍図

（東京　出光美術館蔵）部分

図六　伝賢江祥啓筆《双龍図》
（香川県立ミュージアム蔵）部分
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図十　元信印《雲龍図》
（赤星家旧蔵、所在不明）部分

図十一　
伝狩野元信原画《龍虎屏風模本》

（東洋画模本 -4388、東京藝術大学蔵）部分

図十二　伝狩野元信原画《龍図模本》
（模本筆者は狩野勝川院雅信、A-2370、

東京国立博物館蔵）部分

図十三　淸信印《龍図扇面》
（《南禅寺蔵扇面貼交屏風》のうち、

京都　南禅寺蔵）部分
図十四　伝狩野松栄原画《龍屏風模本》

（東洋画模本 -4397、東京藝術大学蔵）部分
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図十五　甫雪等禅筆《龍虎図》のうち龍図
（個人蔵）部分

図十六　長谷川等胤筆《羅漢図》のうちの龍
（宮城　瑞巌寺蔵）部分

図十七　伝雪舟原画《龍図模本》
（東洋画模本 -1046、東京藝術大学蔵）部分
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図十九　長谷川等伯筆《蟠龍図》
（京都　大徳寺三門天井画）部分

図十八　長谷川等伯筆《龍虎図屏風》
（アメリカ　ボストン美術館蔵）右隻部分

図二十　長谷川等伯筆《昇龍図》
（京都　大徳寺三門西側天井画）部分

図二十一　長谷川等伯筆《降龍図》
（京都　大徳寺三門東側天井画）部分
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図二十二　伝狩野永徳筆《龍六曲屏風》
（『旧伊予西条藩主子爵松平家御蔵器入札』

大正十三年）部分

図二十四　伝狩野永徳筆《滝龍図》
（イギリス　大英博物館蔵）部分

図二十六　伝狩野元信原画《獣尽図屏風模本》
（東洋画模本 -4379、東京藝術大学蔵）部分

図二十三　伝狩野永徳筆《龍》
（『某子爵家当地某家所蔵品入札』

大正七年）部分

図二十五　州信印《雲龍図屏風》
（愛媛　今治市河野美術館蔵）右隻部分

図二十七　狩野光信筆《蟠龍図》
（京都　相国寺法堂）部分、角度調整
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図三十一　
狩野山楽原画《東福寺法堂天井画蟠龍図縮図》
（縮図筆者は狩野永祥、個人蔵）部分

図二十八　海北友松筆《雲龍図》
（京都　建仁寺蔵）部分

図二十九　狩野山楽筆《龍虎図屏風》
（京都　妙心寺蔵）右隻部分

図三十　伝狩野永徳筆《龍虎》
（『武藤山治氏御所蔵品入札』

大正十三年）部分
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図三十二　狩野探幽筆《蟠龍図》
（京都　大徳寺法堂）部分

図三十四　狩野探幽筆《龍図》
（東京国立博物館蔵）部分

図三十三　狩野探幽筆《雲龍図》
（京都　妙心寺法堂）部分、角度調整

図三十五　狩野探幽筆《雲龍図》
（京都　興正寺蔵）部分
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図三十六　
狩野興以筆《観音・龍虎図》のうち龍図

（長野　建福寺蔵）部分

図三十八　伝陳容筆《龍図》
（京都　泉涌寺蔵）部分、角度調整

図四十　狩野常信筆《龍虎図》のうち龍図
（東京国立博物館蔵）部分

図三十七　伝陳容筆《双龍図》
（アメリカ　セントルイス美術館蔵）部分

図三十九　狩野安信筆《龍図襖》
（京都　玉鳳院蔵）部分、角度調整
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図四十一　狩野山雪筆《龍虎図屏風》
（個人蔵）右隻部分

図四十三　狩野山雪筆《双龍図》
（東京国立博物館蔵）部分

図四十五　狩野永納筆《龍虎図屏風》
（兵庫　たつの市立龍野歴史文化資料館蔵）右隻部分

図四十二　狩野山雪筆《龍虎図》のうち龍図
（佐賀県立博物館蔵）部分

図四十四　伝張嗣成筆《龍図》
（東京　出光美術館蔵）部分
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図四十八　伝能阿弥筆《龍虎六曲屏風》
（『伯爵徳川家御蔵品入札目録』昭和三年）右隻部分

図四十六
伝賢江祥啓筆《達磨・龍虎図》のうち龍図

（東京　出光美術館蔵）

図四十七
伝牧谿筆《龍虎図》のうち龍図
（咸淳己巳年款、京都　大徳寺蔵）
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Stylistic development of Chinese-style paintings of dragons and clouds in medieval and early modern Japan

SHIMIZU Ryosuke

This paper examines the stylistic development and background of Chinese-style paintings of 
dragons and clouds from the late Muromachi period to the early Edo period. Previous research examined the 
compositional development of paintings of dragons and clouds during these periods, but the characteristics 
of facial expressions in the paintings and the influence of these characteristics on subsequent painters and 
schools have not yet been researched. This paper focuses not only on existing examples but also on examples 
found in auction catalogues and copies to examine how Chinese-style paintings of dragons and clouds during 
these periods underwent stylistic development, and to consider what triggered the stylistic development.

In the latter half of the Muromachi period, as previously noted, there were some paintings of dragons 
and clouds influenced by Mu Xi and Chen Rong’s paintings of the late Southern Song period in China. 
On the other hand, paintings of dragons and clouds attributed to Kenkō Shōkei and Kanō Motonobu, we 
see new expressions not in previous Chinese works, and it is suggested that each expression was emulated 
by subsequent painters or painters from the same school. In the Momoyama period, unique expressions 
can be seen in the paintings of dragons and clouds attributed to Kanō Eitoku, and it is considered that 
those expressions greatly influenced painters around Eitoku. In the Edo period, however, the Eitoku style 
disappeared. Instead Kanō Tan-yu and Kanō Sansetsu established a new style based on Chinese works. The 
Tan-yu style became the reference model for the Kanō family in Edo, and the Sansetsu style became the 
reference model for the Kanō family in Kyoto.

In addition, the facial expressions of “Ryu-Ko Rokkyoku Byōbu” (a picture of a dragon and a tiger 
on a pair of six-panel folding screens) attributed to Noami, which is listed in the “Hakushaku Tokugawa-ke 
Gozōhin Nyusatsu-mokuroku” (the auction catalogue of the art works owned by the count Tokugawa family) 
in 1928, is similar to that of the painting of a dragon and clouds attributed to Kenkō Shōkei. Consequently, 
I surmise that the shift to Japanese style (wayô-ka) of the painting of a dragon and clouds was triggered by 
the creation of the painting style (Hitsuyō) by the Ami school. Additionally, since the facial expression of the 
painting of the dragon and clouds attributed to Kanō Motonobu does not share characteristics with those 
of the painting of a dragon and clouds attributed to Noami, I assume that a unique style of the painting of a 
dragon and clouds, which was not influenced by the Ami school, was established after Motonobu, and that 
his style was the origin of subsequent paintings of dragons and clouds of the Kanō school.

Based on the above considerations, it is clear that paintings of dragons and clouds achieved unique 
stylistic development during this period in conjunction with trends in Chinese-style  paintings in general 
during the same period. There is still room for continuing research in the conclusion of this paper because I 
also considered works that no longer exist. In the future, more paintings of dragons and clouds, which will 
add new information, will be discovered, and reexamination of the conclusion here will become an issue.


